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CRAIG NICHOLLS (THE VINES) by YUKO TORISU 

丸 1 年 擦り 、2 友 目 の 表 紙 を 飾っ た ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ 。 オフ ィ シャ ル な 提 影 で は あ 
まり 見 る こと の 出来 な い 、 ク レイ グ の リラ ックス し た 表情 は 、 や は り 地元 シド 
ニー だ か ら こ そ ? 昨年 の カヴァ ー・ ス トー リー で も 軌 友 ザ ・ ミ ュー ジッ ク へ の 
受 を 語っ て いま し た が 、 こ の 日 も ライ ヴ 開 始 前 の SE で "ピー プル "が 流れ た 
了 間 に 、 楽 屋 か ら ダ ッシュ で 走っ て 来 て 内 っ て まし た 。 ま だ まだ クレ イグ の 愛 
は 尽き な い 様 子 。 で も 、 一 緒 に 歌わ され る の は 取 ず か し い だ す . (唐沢 真 佐 子 ) 
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by MASKAO KARASAWA phoiography by YUKO TORISU 


較 く が に 再 始動 !! 
『 ら 」 完成 、 


ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ が 、 遂 に 再 始動! ー 年 を 費やし 生み 落と され た 、 
待望 の 8end ア ル バ ム 「WINNING DAYS』 は 、 

鬼 っ 子 ク レイ グ ・ ニ コル ス が 抱き か か える 、 剥 き 出 し の 野性 と 、 
ハイ パー・ ポ ッ プ ・ セ ンス 、 硝 子 の よう な セン シテ ィ ヴ ィ テ ィ 、 

全て が 見 事 に 注ぎ 込ま れ た 、 永 久保 証 の 傑作 に 仕上 が っ た 。 
世界 猛攻 へ の 準備 戦 、 本 国 オ ー ス トラ リア で の シー クレ ッ ト ・ ギ グ 、 
その 復活 を 4 万 人 に 見 事 見 せつ けた 、 

(HOMEBAKE) フェ ステ ィ ヴ ァ ル を 完全 レポ ー ト 。 

そし て 、 こ れ ぞ 正真正銘 の “第 一 声 " イン タ ヴ ュー を お 届け する 。 
ら 004 年 は 、 間 違い な く 彼 ら の 年 に な る 。 ライ ド ・ ウ ィ ズ ・ ゼ ム ! 


月 4 日 早朝 。 シ ドニ ー 空 港 。 ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ 
復活 第 一 弾 ライ ヴ と な る 、〈HOMEBAKE〉 
の フェ ステ ィ ヴ ァ ル は 2 日 後 だ が 、 一 足早 く 、 
私 は シド ニー 入り し た 。 今日 は その フェ ス へ の ウォ ー ム 
アッ プ と も 言え る 、 シ ー ク レッ ト ・ ラ イヴ が 行わ れる か 
ら だ 。 バ ンド か ら そ の 情報 を 聞い た の は 、 つ い 昨 日 の こ 
と 。 昨日 の 今日 で 、 ど うし て シド ニー まで 来れ て し まっ 
た の か 、 自 分 で も まだ イマ イチ 理解 出来 て いな い 。 で も 、 
まあ いい か 。 初 夏 の 天気 が 気持 ちい いし 。 日 射 し は 強い 
けれ ど 、 吹 いて くる 涼し い 風 が 優し く 肌 を な で て ゆく 。 
の ん びり と し た 風景 。 優 し げ な 緑色 の 木立 。 少 し ば か り 
寂れ て 、 ジ ャ ンク な 街 並 一 や っ ぱり 、 ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ 
の 音楽 は に ここ で 生ま れ た ん だ な ぁ と 改め て 実感 。 そ し て 、 
「 そ うか 、 こ れ っ て 今年 2 度目 の 夏 な ん だ 」 な ん て こと に 
気が付い て 、 少 し リク ワク する 。 ま っ さら な 空 。 一 年 振 
り の 再会 。 い い 数 日 間 に な れ ば いい ん だ けど 。 

ホテ ル へ 到着 し た 後 、 こ の 後 の イ ンタ ヴュー と ライ ヴ 
に 備え 、 体 力 補充 の た め ブ ラン チ に 出かけ る 。 通 訳 女 史 
が 見 つけ て くれ た の は 、 最 近 、 話 題 の カフ ェ だ そう 。 ど 
こ か サン フラ ン シ ス コ と 似 た 、 坂 の 多い ダウ ンタ ウン は 、 
小さ な レコ ー ド ・ シ ョ ッ プ や 、 ア ンティー ク の 店 が 点 在 
し て いて 、 そ れ を 覗き な が ら ブ ラブ ラ と 歩く 。 (グラ ン 
ド ・ ロ イヤ ル ) と いう いい 名 前 の 理髪 店 を 発見 し て 、 ち 
ょ っ と 笑っ て る うち に 、 目 的 の カフ ェ へ 到着 一 一 と 思っ 
た ら 、 そ の 店 の 前 に いる の は 、 バ ンド の マネ ー ジ ャ ー、 
アン ディ (実は 、 ジ ェ ッ ト の マネ ー ジ ャ ー も この 人 。 や 
り 手 で す ) 。 久々 の 再会 を 喜び つつ 挨拶 し て いる と 、 一 
緒 に いる 3 人 の 男性 を 紹介 され る 。 イギリス の 「NMEI 
の 記者 、 編 集 者 、 カ メラ マン だ そう 。 私 達 と 同じ く 、 今 
朝 、 ロ ンド ン か ら 22 時 間 か け て 到着 し た と か 。 い い 具合 
に 疲労 困 ば いな 顔 を し て いる 。 ん 一 、 で も 、 や っ ぱり 来 
て た の か 、『「NMEI。 

午後 2 時 。 約束 の 時 間 よ り も 少し 早い が 、 シ ー ク レッ 
ト ・ ギ グ の 会 場 と な る 〈The Annandale Hotel〉 に 到 
着 。 「 な ん で ホテ ル で ライ ヴ ?」 と 不思議 に 思っ て いた の 
だ が 、 着 いて みる と 何 て こと は な い 、 か な り 普 通 の ライ 
ヴ ・ ハ ウス 兼 パ ブ 。 こ ちら で は 、 バ ー や パブ に も “ホテ 
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ル " 名 を 付け る らし い 。 中 に 入る と 、 ス テー ジ の 上 で は 、 
撲 材 の セッ ティ ング が 進ん で いる 。 キ ャ パシ ティ と し て 
は 、350 か ら 400 人 くら い だ ろ うか 。 撮影 の た め の 、 ロ 
ケ ハ ン を し つつ 店 内 を 見 て 回 る と 、 い た る と ころ 壁 に 写 
真 が 飾ら れ て いる の を 見 つけ る 。 こ こ で ライ ヴ を 行っ た 、 
歴代 有名 / だ ろう 。 リ ガー ジテ ー タ ー、 ガ ー リ ン 
グ 、 ロ ケッ ト ・ サ イエ ンス 等 々 。 一 番 奥 、 ト イレ 脇 に バ 
ッ ト ホ ー ル ・ サ ー フ ァ ー ズ が 小さ く 飾 っ て ある の を 見 つ 
け 、 一 人 大 フィ ー ヴ ァ ー。 こ れ 、 欲 し い ! 

屋外 の ロケ ハン も 済ま せ 、 撮影 の 段取り も 完了 し た 頃 、 
表 に 一 台 の タク シー が 停 まっ た 。 後部 座席 の ドア が 開き 、 
元気 よく 飛び 出し て きた の は …… あ 、 ク レイ グ だ 。 人 久々 
の 挨拶 と 、 軽 く 雑 談 が 続く 。「 最 初 、 外 で 見 か けた 時 ク 
レイ グ っ て わか ら な か っ た よ 。 痩せ て た か ら 」、「 僕 も わ 
か ん な か っ た よ 、 髪 、 伸 び ま く っ て る か ら ( 笑 )」。 地元 
と いう こと で 、 リ ラッ クス し て る こと も ある の だ ろう 。 
これ まで に な く 元 気 そ うな 様子 に 、 ひ と まず ホッ と する 。 
「 ま だ 、 こ れ に な る か どう か は 決ま っ て な いん だ けど 」 と 
言っ て 、 一 枚 の 絵 を 見 せ て くれ た 。B4 サ イズ くら い の 画 
用 紙 に 、 フ ライ ング V が 描か れ て いる 。 ク レイ グ が 描い 
た も の で 、 お そら く 、 ボ ー ル ペン 画 。 デッサン に 近い 、 
シン プル で 繊細 な タッ チ で 描か れ て いる 。 今 の と ころ 、 
これ が 新作 「WINNING DAYS] の ジャ ケッ ト 候 補 な 
の だ そう 。 「 ど う 思 う ?」、「 す ご くい いと 思う 。 アル バム 
の “ロッ ク " な と こと 、 メ ロディ アス で 繊細 な 感じ の 両 
方 が 表れ て る と 思う し 」、「 ね 、 僕 も これ が いい な っ て 選 
っ て る ん だ けど 」。 で も 、 ち ょ っ と 地味 か な ぁ 。 

そう 、 完 成 し た ば か り の 、 ヴ ァ イ ン ズ の 2nd ア ル バ ム 
は 「WINNING DAYS』 と 名 付け られ た 。 こ の 、 自 信 
と 輝き に 満ち た タイ トル を 聞い た だ け で 、 ど うに も ワク 
ワク し て こない だ ろう か ? 私 自身 、 通 し て 聴い た の は 、 
まだ 一 度 だ け な の だ が 、 期 待 を 大 きく 上 回 る 、 本 当 に 充 
実 し た 内 容 に 仕上 が っ て いる 。 こ の 新作 を 聴い て し まう 
と 、 あ れ ほ ど 傑 作 と 思え た 「 ハ イリ ー・ イ ヴォ ル ヴ ド ] 
も 、 ど こ か 彼ら の 才能 と 魅力 が 無造作 に と っ ちら か っ た 
まま の 、 未 成 惑 な 作品 に 聴こえ て し まう ほど だ 
[WINNING DAYS」 は 、 彼 ら に 付き まとっ た 「 ガ レー 


ジノ ロッ クン ロー ル ・ リ ヴァ イヴ ァ ル 最大 の ハイ プ ] と 
いう 汚名 を 、 い と も 簡単 に 流し 落と す だ ろ う 。 ハ ー ド ・ 
ドラ イヴ ィ ン な エッ ジ は 決し て 失わ な いま ま に 、 ク レイ 
グ ・ ニ コル ズ の 天性 の ポッ プ ・ セ ンス 、 コ ー ラ ス ・ ワ ー 
ク が 十 二 分 に 生か され た 楽曲 群 。 前 作 で も “ファ クト リ 
ー" や “カント リー・ ヤ ー ド " で 片鱗 を 見 せ て いた 、 ブ 
リティ ッシュ ・ ロ ッ ク 寄 り の シン プル な ミド ル ・ チ ュー 
ン 、 絶 妙 な バラ ンス で 鳴ら され る サイ ケ デ リッ ク な サウ 
ンド も 、 更 に 磨き が か か っ て いる 。 

その うち 、 ス テー ジ で は リハ ー サ ル が 始ま っ た 。「2nd 
の 曲 や っ て くれ な いか な ぁ 」 と 期待 し つつ 、 見 学 さ せ て 
も ら う 。 一 曲目 は "ハイ リー・ イ ヴォ ル ヴ ド "。 当 然 、 
リハ な の で ラフ な 演奏 で は ある も の の 、 以 前 より も バン 
ド 全 体 が グッ と まとまっ て いる の が わか る 。 バ ンド の 立 
ち 位置 も 、 以 前 と は 変わ っ て いる 。 これ まで アコ ギ 専 門 、 
ライ ヴ で は 曲 に よっ て 出 た り 引 っ 込ん だ り し て いた ライ 
アン が 、 向 か っ て 左 を 定位 置 に 、 全 曲 演奏 する こと に な 
つた よう だ 。 と いう こと は 、1st の 頃 の 曲 も る 、 アレ 
に 手 を 加え て いる と いう こと だ ろう 。 儀 然 、 ラ イヴ が 楽 
し み に な っ て くる 。 2 曲目 は “TV PRO"。 個 人 的 に は 、 
この 曲 が 新作 の 中 で も 1、 2 の フェ イヴ ァ リ ッ ト な の で 嬉 
し い 。 ク レイ グ の ハイ トー ン の ヴォ ー カ ル と 、 サ イケ デ 
リッ ク & バ パン キッ シュ な 曲 展 開 を 持つ 、 ま た 新しい タイ 
プ の ナン バー だ 。 同時 に 、 ロ ウ か ら ハ イ へ 駆け 上 が っ て 
ゆく 瞬間 の 、 と て つも な い 高揚 感 が 、 い か に も ヴァ イン 
ズ ら し い 曲 で も ある 。 こ うし て 、 ラ イヴ で 聴い て も か な 
り い い 。 つて 、 も うり リハ 終わ り ? クレ イク 是 く 、 
「 昨 日 も ここ で や っ て る し 、 大 丈夫 だ と 思う ん だ よね 。 
音 が 出る こと さえ 確認 出来 れ ば 、 い いっ て 感じ だ か ら 。 
で も 、 君 が どう し て も あと 何 曲 か 聴き た いっ て 言う ん だ 
つた ら …… そ うだ 、 一 曲 2 ドル っ て いう の は どう ? ( 笑 )」。 
た ぶん 安い っ て 、 そ れ 。 

それ に し て も 、4 人 の メン バー は 全員 、 す こぶ る 調子 
が 良さ そう だ 。 や は り 、 ま る 一 年 間 か け て 、 休 暇 を と り 、 
レコ ー デ ィング に 専念 し た こと は 、 彼 ら に と っ て 大 き な 
意味 を 持っ て いた の だ ろう 。 メ ン バ ー、 ス タッ フ の 間 に 
流れ る 空気 、 ム ー ド は と て も 明る く 快 活 で 、 こ れ ま で に 
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な い 自 信 の よう な も の が 感じ られ る 。1st 「 ハ イリ ー・ 
イヴ ォ ル ヴ ド | は 、 レ コー ディ ング 中 に オリ ジ ナ ル ・ メ 
ン バ ー だ っ た ドラ ム ス が 抜け 、 多 数 の サポ ー ト ・ ミ ュー 
ジ シ ャ ン や 、 オ ー デ ィ シ ョ ン に 合格 し た ば か り の 現在 の 
ドラ マー ニー ヘイ ミッ シュ が 所 々 に 参加 する な ど 、 言っ て 
『、 バ ンド と し て 不安 定 な 時 期 に レコ ー デ ィング し 
た 。 ヴァ イン ズ と し て 4 人 が 、 バ ンド ・ サ ウ 
ンド を 固め て いっ た の は 、 そ の 後 の ツ アー、 現 場 勝負 だ 
っ た の だ 。 つ まり 、「WINNING DAYS」 は 、 初め て 
“ ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ と いう 4 人 "で 臨ん だ アル バム 作品 と な 
る 。 そ う 、 あ る 意味 、 ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ は 、2 枚 目 の デ ビ 
ュー・ ア ル バ ム を 作っ た と 言え る の か も し れ な い 。 そ れ 
こそ 、 今 、 目 の 前 に いる 彼ら が 、 以 前 より も どこ か “時 
が 座っ た "よう に 見 える 理由 だ ろう 。 

この 頃 に は 、 他 誌 の 取材 陣 も 現場 に 到着 。 写真 撮影 や 、 
それ ぞ れ の 取材 時 間 の 確認 等 、 急 に 慌ただしい 雰囲気 に 
な っ て きた 。 マ ネー ジャ ー の アン ディ も 、 携 帯 と 手帳 を 
片手 に 、 せ わし な く 指 示 を 飛ば し まく る 。「 え ーー っ と 、 
まず は 「 ス ヌー ザー」 の 撮影 を 済ま せ て 、 そ の 後 すぐ に 
「 ロ ッ キ ング ・ オ ン ] の 撮影 。 いや 、「 ス ヌー ザー] の 取 
材 を 先 に や っ て 、 そ の 後 INMEI の シュ ー テ ィング を し 
て ……]、 か な り て ん て こ 舞い 。 そ の 度 に 、 私 も 含め 、 取 
材 陣 が バタ バタ と 移動 。 そ れ を 横目 で 見 な が ら 、 ク レイ 
グ は 冗談 めか し て 、 こ ん な 風 に 言っ た 。「 さ あ 、 ク レイ ジ 
ー な 日 々 の 始ま り だ 」。 


じゃ あ 、 そ ろ そ ろ 始 め ま し ょ うか 。 

「 う ん 、 オ ッ ケ ー」 

@ た だ 、 正 直 ち ょ っ と 緊張 し て て 。 まだ 、 し っ か り と 新 
作 を 聴き 込め て る わけ じゃ な いか ら 、 漢 然 と し た イメ ー 
ジ し か 掴め て な く て 。 

「 あ あぁ 、 で も 、 緊 張 し て る の は 僕 も 同じ だ か ら ( 笑 )。 だ 
っ て これ 、 ニ ュー・ ア ル バ ム に つい て 初め て の イン タ ヴ 
ュー な ん だ よ ! 僕 が 、 果 た し て ちゃ ん と 忠 れる か どう か ] 
じゃ あ 、 ま ず は 完成 まで の 期間 を 振り 返っ て みた いん 
だ けど 。2003 年 の 1 月 に (ビッ グ ・ デ イ ・ ア ウト ) に 出 
演 し て 、 そ の 後 の 日 本 の (マジ ッ ク ・ ロ ッ ク ・ ア ウト 〉 


を キャ ン セ ル し て 一 一 。 

「 あ れ は …… ほ ん と 、 ご めん 」 

人 @ ( 笑 ) あの 後 、 い つ 頃 か ら レ コー ディ ング に 取り か か 
る 作業 を 開始 し た の ? 

「 ワ オォ 、 僕 、 ほ ん と そう いう の 
( 笑 )。 え っ と 、 確 か あれ は ・ ん 、 僕 ら が この アル バ 
ム を 作り 始め た の は 、7 ヵ 月 前 と 思う 。 で 、 実際 
に は 3 ヵ月 間 か け て 作っ た ん だ 。「 ハ イリ ー・ イ ヴォ ル ヴ 
ド 」 よ り も 、 一 ヵ月 短かっ た 。 で 、 え ー っ と …… ほ ん っ 
と に 、 僕 の 頭 っ て そう いう の を 境 え て お け な い ん だ よね 
ちょ っ と 待っ て …… そ う 、( ビ ピッグ ・ デ イ ・ ア ウト 〉 の 前 
に 、 少 し だ け 僕 ら は オフ を 取っ た ん だ 。 そ の 後 の 日 本 に 
も 、 ホ ント 行き を た いっ て 思っ て た ん だ けど 、 当 時 の 僕ら 
に は 、 ど うし て も 休み が 必要 だ と 思う 。 っ て い 
う の も 、 あ の 頃 は 、 何 ヵ月 も ツア ー が 続い て て 一 それ 
自体 は すご く 楽 し か っ た ん だ けど 、 そ れ を 待ち 時 間 み た 
いな 、 一 分 一 分 で 駄目 に し た く な いっ て 思っ た ん だ 。 だ 
っ て 、 そん な の っ て 何 の た め に も 良く な いし 、( ツ アー の ) 
自然 な 、 あ り の まま の 形 じ ゃ な いか ら 。 そ れ っ て 別に 、 
僕ら が ツア ー を 楽し まな か っ た と か 、 そ うい う 生 活 に 奏 
され そう に な っ て た と か っ て いう 話 じ ゃ な く て 一 一 う 
ん 、 や っ ぱり 何かしら バラ ンス を 取る 必要 が あっ た っ て 
いう か 。 そ うし な いと 、 僕 の 頭 は 完ぺき に お か し く な っ 
ちゃ っ て た だ ろう し 。 続 け て いく た め に は 何 が 必要 な の 
か 、 っ て こと に 気付 いた ん だ と 思う 」 

⑯ で も 、 こ の 一 年 間 で また バン ド で や る こと 、 ツ アー を 
する こと を “楽し む " っ て いう 感覚 が 戻っ て きた り は し | 
て る ん じゃ な い ? 

「 う ん 。 や っ ぱり 、 アル バム を レコ ー デ ィング 出来 た こと 
は 大 きい よね 。 で 、 重 要 な の は 、 僕 ら が 「 ハ イリ ー・ イ 
ヴォ ル ヴ ド 」 を 作る 前 、 バ ンド を 始め た 頃 っ て …… 誰 も 
僕ら の こと を 知ら な か っ た わけ だ よね 。 シ ドニ も 、 
どこ で も 。 で も 、 僕 ら は た だ 曲 を 書い て 、 そ れ を レコ ー 
ディ ング する っ て こと に 、 本当 に 異 奮 し て た ん だ 。 そ こ 
に こそ 、 僕 ら の バズ 、 就 狂 が あっ た ん だ 。 で 、 ラ イヴ で 
プレ イ す る っ て こと に は 、 ま た 別 の バズ が あっ て 。 で も 、 
本 当 に 四 六 時 中 そう いう こと ば っ か り に な っ て 、 他 の こ 


い 出 す の が 苦手 な ん だ 
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と は 何 も 出来 な く な る っ て な る と …… ( 頭 を 抱え る )。 う 
ん 、 僕 に は ある ー つ の こと を ず う っ と 続け る っ て いう の 
は 、 ほ と ん ど 無 理 を こと で さ 」 

@ た だ 曲 を 書い て 、 レ コー ディ ング する こと に 夢中 に な 
る 、 そ の 感覚 を この 2nd ア ル バ ム で も 掴み た か っ た ? 

「 何 て いう か …… そ う 、 僕 ら は この アル バム を 、 ニ ュー ヨ 
ー ク の ウッ ドス トッ ク で 作っ た ん だ 。 ウ ッ ド スト ッ ク を 
選ん だ の に は 、 実 は 大 し た 理由 も な いん だ よね 。 ほ ん と 、 
"た だ スタ ジオ に 入っ た "っ て いう 。 そ こ に 大 き な 意 味 が 
あっ た 、 っ て いう 感じ の こと じゃ な いん だ 。 た 
行っ て 、 ア ル バ ム を 作ろ うっ て 思っ た だ け で さ 」 

@「 ハ イリ ー・ イ ヴォ ル ヴ ド 」 で 全米 ツア ー を 始め た 頃 
つま り 一 年 半 以上 前 か ら 、 あ な た は 「 も う 2nd ア ル バ ム 
の 構想 は 完璧 に 出来 上 が っ て て 、 自分 の 頭 の 中 で は も う 、 
その アル バム が 鳴っ て る ん だ 」 っ て 話 を し て た で し ょ 
う ? 「 あ と は 作る だ け な ん だ 」 っ て 

「 そ うそ う 。 だ か ら 、 ホ ント それ を 現実 の も の に する 作 
業 だ っ た 、 っ て 言え る ん だ と 思う 。 そ れ に 、 あ と 一 づつ 僕 
5 の 中 に あっ た の は 、“" 出 来る だ け シ ンプ ル に や る " っ て 
こと 。 すご く 舟 直 に 、 る 曲 を 見 つけ て ゆく 、 っ 
ぐい うか さ 。 だ か ら 、 実際 の レコ ー デ ィング も 、 あ れこ 
れい じ っ た りす る こと も な か っ た ん だ 。 ヴ ォ ー カ ル と 、 
詩 タ ー と 、 ド ラム と 一 幾つ か の 曲 に は キー ボー ド と か 、 
パー ニカ ッ シ ョ ン を 入れ た り も し た ん だ けど 。 で も 、 そ れ 
だ け 。 で 、 ほ と ん どの 曲 は ヴォ ー カ ル を 中 心 に 進ん で い 
《 感 じ だ っ た ん だ よね メロ ディ と か 、 ハ ー モ ニー と か 」 
介 天 際 、 こ の アル バム に 収録 され て る 曲 の 中 に は 、 も う 
前 の ツア ー か ら 演 奏 さ れ て た も の も 多い で す よ ね 
EVIL TOWN" に *FUck THE WoRLpr 、 
IAMNESIA" と 

居 AUTUMN SHADE" か な 」 

見 で ね 、 こ の アル バム は 、 すご く 大 きく 分 ける と 、 ニ 部 
構成 に な っ て る と 言え る と 思う ん だ 

呈 5 な ん だ よね | 侯 も そう 思っ た 。 "EVIL TOWN" の 
後 か ら で し ょ ? あの 曲 が 、 あ る 意味 アル バム の 折り 返 
し 地点 みた い に な っ て る ん だ CD じゃ な く て 、 ヴ ァ イ 
ナル 盤 た も っ と わか る よう に な る と 思う ん だ けど 」 


そこ に 


@ “RIDE" か ら “EVIL TOWN" まで は アグ レッ シ ヴ 
な 、 ハ ー ド で ダー ク な 感触 が ある ロッ ク ・ ナ ン バ ー が 続 
いて 。 で 、“"WINNING DAYS" 以降 は 、 シ ンプ ル で 、 
メロ ディ アス な ミド ル ・ ナ ン バ ー が ペー ス に な っ て る っ 
て いう 。 ダ ー ク で ハー ド 、 ソ フト で メロ ディ アス っ て い 
う 二 面 性 を 持っ て る アル バム っ て いう か 

「 う ん 、 二 つの 面 を 見 せる っ て いう の は 、 す ご く 重 要 だ っ 
た 。 た だ 、 僕 自身 は 、 ず っ と ヴァ イン ズ の 音楽 の 中 に は 
ダー ク な 部 分 っ て あっ た と 思う ん だ 。 別に それ は 悪い ダ 
ー ク さじ ゃ な くっ て 、 僕 ら な り の ね 。 そ れ に 、 ロ ッ ク ・ 
ミュ ー ジ ッ ク っ て そもそも が 起り で あっ た り 乱 だ っ 
た り っ て いう アテ ィ テ ュー ド を 持っ て る も の だ っ て いう 
で も 、 僕 ら は その 一 方 で 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ミ ュー ジ 
ッ ク も すご く 好 き で 。 だ か ら 、 そ う 上 手 く は 言え な 
いん だ けど 、 多 分 、 そ の ダー ク な 楽曲 っ て いう の は 、 あ 
る 時 期 を レプ リゼ ント し て る 部 分 も ある ん だ ろう し 、 僕 
自身 の パー ソナ リティ に よる 部 分 も ある と 思う 。 そ れ に 、 
音楽 を 演 る こと に お いて は 、「 何 か を 誇張 する ] っ て こ 
と も 、 時 に よっ て は 有効 だ と 思う ん だ 。 例え ば 、 絵 を 描 
くに し て も 言葉 に する と 、100% 正 確 で は な いん だ 
けど ーー バン ド や 曲 に よっ て 、「 こ れ が 僕 の エモ ー シ ョ 
ン だ 」、「 何 々 が あっ た か ら 書 いた 曲 だ ]】 っ て こと だ け を 
言 お うと し て る ん じゃ な い 、 っ て いう か 。 だ か ら 、 や っ 
ば り 僕 に と っ て は 、 音楽 っ て いつ で も ファ ンタ ジー みた 
いな も の で さ 。 僕 が 曲 を 書く 、 そ の 元 に な る も の は 、 本 
当 に 何で も あり 得る ん だ 。 そ れ に 、 あ と この 2nd ア ル バ 
ム に は 、 聴 く ほ ど 色 ん な サウ ンド が 詰まっ て る と 思う 
それ っ て …… ほ ら 、 僕 ら の こと を 、 す ご く へ ヴィ な バン 
ド だ っ て 思っ て る 人 が た くさ ん いる ん だ よね 。 "ゲッ ト ・ 
フリ ー" と か “アウ タ ザ ウェ イ !" と か の シン グル を 聴い 
て 。 で も 、 あ れ は あれ っ て いう だ け で 勿 語 、 そ の 人 
が 持っ て る イメ ー ジ を 僕ら が 変え る こと は 出来 な いよ 
シン グル 曲 と し て 、 ラ ジオ で 流れ て し まっ た 曲 だ か ら 
で も 、 本 当 は も っ と アル バム を 聴い て 欲し い 、 っ て 僕 は 
思っ て て 。 も っ と 、 全 体 を ね 。 だ っ て 、 ヴ ァ イ ン ズ っ て 
いう バン ド は 「 出 来る だ け オ ー プ ン に な り た い 」 っ て 考 
えて る バン ド だ か ら 。 だ か ら そ う 、 さ っ きゃ や 言っ た けど 、 


僕ら は スタ ジオ の 中 で シン プル な こと し か や ら な か っ た 
し 、 そ の 曲 が 必要 と し て る こと だ け を や ろう っ て ]」 
全う ん 

「 思 い 返 す と 、「 ハ イリ ー・ イ ヴォ ル ヴ ド 」 の 時 の 僕 は 、 
『 と に か く 100 曲 作っ て 、 い ろ ん な サウ ンド を や っ て や ろ 
う 】 み た い に 思 っ て た ん だ よね 。 で も 、 現実 と し て 、 僕 
ら は そう いう バン ド じ ゃ な か っ た ( 笑 ) 。 勿論 、 今 だ っ て 
僕 の 頭 の 中 に は た くさ ん の アイ デア が ある し 、 そ れ を い 
つか 試し た いな っ て 思っ て る 。 で も 、 今 の 段階 だ たと 、 そ 
れ は パン ド が や っ て る こと と コネ クト し な いん じゃ な い 
か な 、 っ て 。 サ ウン ドス ケー プ 的 な 音楽 の アイ デア も あ 
る し 、 ヴ ォ ー カ ル の な いも の も 考え て る 。 い ろ ん な アレ 
ンジ を 施し た 、 よ り “トラ ディ ショ ナル で は な い " 音楽 
の アイ デア だ ね 。 実際 、 規 つか は 今回 の レコ ー デ ィング 
で 試し て みた り も し た ん だ けど 、 そ れ を この アル バム に 
入れ る の は 、 や っ ぱり 奇妙 な 気 が し た ん だ それ 
で も 、 こ の ニュ ー・ ア ル バ ム に は 色んな 曲 が 入 っ て る と 
思う 。1st の 頃 よ り も 、 も っ と トラ ディ ショ ナル な も の 
も ある し 、 ち ょ っ と 未来 的 で フュ ー チ ャ リス ティ ッ ク な 
も の も ある 。 で 、 僕 が 一 番 興 味 を 感じ た の は 、 そ こ な ん 
だ 。 レ ス ・ イ ズ ・ モ ア 、 よ り シ ンプ ル で 少な いも の の 方 
が 、 実は より 多く を 表現 出来 る ん だ っ て こと ]」 

@ 確 か に 、 こ の アル バム は 、 シ ンプ ル で ある が 故に 
1st よ り も 様々 な 要素 が ひと きわ 強まっ て る と 思う 。 こ 
れ ま で より も ハー ド な サウ ンド は より ハー ド に な っ た し 、 
ソフ ト な フィ ー リ ング は より 柔らか さ を 増し て る 。 サ イ 
ケ デ リッ ク な ムー ド は 、 も っ と サイ ケ で ( 笑 

「 う 4」 
一つひとつ の ボイン ト を 挙げ 始め た ら キ リ が な いん だ 
けど 、 で も 「 こ れ が ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ の 技 力 だ し 、 こ れこ 
そ が この バン ド だ けが 持っ て る も の な ん だ 」 っ て いう の 
が 、 明 確 に 示さ れ て る っ て いう か , 

「 そ う 、 ホ ント に そう な ん だ 。 あ り が と う 、 そ れ っ て すご 
い 亡 め 言葉 な ょ ん だ よ ( 笑 )。 そ れ っ て 僕 が 思う に 、「 そ れ 
ぞ れ の 曲 が 僕ら に 影響 し た 」 っ て こと な ん だ と 思う 。 そ 
れ に 、 あ と 、 願 わく ば 僕ら の 演奏 力 が 向上 し た っ て こと 
な の か も し れ な いし 」 
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@ い や 、 本 当 に 上 手 く な っ た と 思う 一 っ て 、 私 が 言う 
の も 何 な ん だ けど ( 笑 )。 

「 う うん 、 あ り が と う 。 こ の アル バム は 、 僕 ら 4 人 だ け で 
演奏 し て る し 。 僕 は それ が ほん っ と に 嬉し く て さ 。1st 
の 時 の 僕ら は 、 か な り 混 乱 し て た か ら 。 で も 、 今 回 は へ 
イミ ッシュ も いて 、 僕 ら 全員 で 楽器 を プレ イ し て 。 僕ら 、 
レコ ー デ ィング の 前 に 、4 人 だ け で プリ ・ プ ロダ クシ ョ 
ン を や っ た ん だ 。 毎日 、 少 な く と も 午後 の 何時 間 か は リ 
ハー サル を 続け て た ん だ 。 ヴォー カル な し で 曲 を プレ イ 
し て 。 そ れ が 、 僕 ら に は と て も 大 事 な こ と だ っ て 思っ た 
ん だ 。「 と に か く や る ん だ !」 っ て ( 笑 )。 で も 、 そ れ が 本 
当 に エキ サイ ティ ング だ っ た ん だ よ 。 レ コー ディ ング に 
向け て 、 自 分 達 を どん どん ビル ドア ッ プ させ て いく っ て 
いう 意味 で も ね 。 う ん 、 だ か ら そ の 結果 が ちゃ ん と アル 
パム か ら わ か る こと が 、 自 分 で も すご く 嬉 し く て 。 そ れ 
に 、 今 の 自分 較 の プレ イ に は 満足 出来 る ん だ よね 」 
@ じ ゃ あ 、 今日 の ライ ヴ は 、 一 年 前 と は 、 ガ ラッ と 印象 
が 変わ る か も し れ な いっ て こと だ 。 

「 だ と いい ん だ けど ( 笑 )。 う ん 、 今 日 も 2nd か ら の 曲 を 
や る つも り だ し 。 勿論 、 昔 の も や る ん だ けど …… で も 、 
それ が 何と な く 紗 な 感じ で さ 。 僕 ら は 以前 も ザ ・ ヴ ァ イ 
ンズ だ し 、 今 も ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ だ っ て いう の は 当たり 前 
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の こと な ん だ けど 、 で も や っ ぱり 完ぺき に 違う ん だ よね 。 
っ て いう の も 、 僕 ら に と っ て 今 っ て 、 本 当 に まっ た く 未 
知 の 領域 に 足 を 踏み 入れ つつ ある ん だ ( 笑 )。 そ こ が す ご 
く エ キサ イ テ ィ ング な ん だ けど ] 


午後 8B 時 。 すっかり 日 が 落ち 、 半 袖 で は 少し 肌寒い く 
らい 。FOREGONE CONCLUSION 名 義 の シー クレ ッ 
ト ・ ラ イヴ で は ある も の の 、 事 前 に バン ド の HP で アナ 
ウン ス さ れ た こと も あり (じゃ あ 別 名 義 の 意味 は どこ 
に ?) 、〈The Annandale Hotel) は オー プン 早々 、 か な 
り の 混み 具合 。 ド ア の 外 に は 、 入 場 出 来 な い フ ァ ン の 列 
が 、 ど ん どん と 長く な っ て いる 。 ラ イア ン 、 ク レイ グ に 
解説 を し て も らい つつ 、 サ ポー ト の 2 バン ド を 観る 。 
STARKEY、YOUTH GROUP、 ど ちら も ポッ プ な メ 
ロディ が 光る ギタ ー・ バ ンド で 、 か な り 楽 し め る 。 

22 時 近く な っ て 、FOREGONE CONCLUSION、 
も と い ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ が 登場 。 一 年 振り の ス ジ は 、 
“AMNESIA" で 幕 を 明け た 。 ク レイ グ の ハイ トー ン が 、 
絶妙 な 浮遊 感 と サイ ケ デ リア を 生み 出す 、 ゆ っ た り と し 
た ミド ル ・ チ ュー ン か ら 、 ニ ュー・ シ ング ル と な る 
“RIDE" に 続く 。 新作 の 冒頭 を 飾 タ ナン バー で も ある こ 
の 曲 は 、 と に か く コ ー ラ ス が キャ ッ チ ー。 "ゲット ・ フ リ 


ー"” や "アウ タ ザ ウェ イ !" と は 、 ま た 全く 別 の ブラ 

ユー・ ヴ ァ イ ン ズ を し っ か り と 印象 づけ る ナン バー だ 。 
この 後 、"ANIMAL MACHINE"、 “SUNCHILD"、 
“SHE'S GOT SOMETHING TO SAY"、"AUTUMN 
SHADE"、“"TV PRO" まで 、 立 て 続け に 新作 か ら の ナ 
ン バ ー が 披露 され る 。 さ す が に 、 こ の 日 、 会 場 に 集 ま 
っ て いる の は 熱心 な ヴァ イン ズ ・ フ ァ ン が 多数 と は い 
え 、 セ ッ ト の 半分 以上 、 実 に 8 曲 を リリ ー ス 前 の 新作 か 
ら 一 一 と いう より 、 こ の 日 「WINNING DAYS』」 か ら 
演奏 され な か っ た の は 、“RAINFALL" と “FUCK 
THE WORLD" の 2 曲 の み と い う 、 豪 気 な セッ ト ・ リ ス 
ト 。 そ し て また 、 そ の 新曲 群 が 、 い い 意味 で 、 ま っ た く 
“新曲 らし く な い " の だ 。 ち ょ うど 一 年 前 、 フ ィ ラ デル 
フィ ア で 初め て "EVIL TOWN" と "AMNESIA" を 聴 
いた 私 は 、 こ ん な 風 に クレ イグ に 言っ た の を 憶え て いる 。 
「 何 て いう か 、 す ご く 今 の ヴァ イン ズ に “し っ くり くる " 
曲っ て いう 感じ が する 」。 そ の 時 の 感覚 と まっ た く 同 じ だ 。 
どの 楽曲 も が 、 ま さ に “ 今 " の ヴァ イン ズ の 音楽 観 、 世 
界 観 、4 人 の リレー ショ ンシップ や ムー ド 、 そ れ ぞ れ の 
成長 を 、 見 事 に 象徴 し て いる 一 一 そん な 風 に し か 、 言 い 
様 が な い 。1st の 頃 、 誰 も が 彼ら の ライ ヴ に 目 が 釘付け 
に な っ た 一 番 の 理由 は 、 ギ ター を 抱え た まま フラ フラ と 


ハイ と ロウ の 間 を 礼節 いな が ら 、 突 然 に し て 瞬間 爆発 を 
起こ す 、 ク レイ グ の と て つも な く 不 安定 で 、 だ か ら こ そ 
一 通 た り と も 目 を 離す こと が 出来 な い パ フォ ー マ ン ス だ 
つた 。 ス テー ジ の 上 で の た うち 回 る 、 過 剰 に エキ セン ト 
リッ ク な 少年 像 が 、 次 の 瞬間 に は 真っ 白 な ライ ト に 上 ら 
され た ロッ ク ・ ス ター に 変貌 する ーー そん な 興奮 と 将 力 
は 、 勿 論 、 今 も 変わ っ て いな い 。 が 、" ヴ ァ イ ン ズ ニ クレ 
イグ " で は な く 、 "ヴァイ ンズ ニ バ ンド " と いう ライ ヴ が 、 
間違い な く 形 に な りつ つ あ る 。 実際 、 ペー ス の パト リッ 
ク 、 ギ ター の ライ アン 、 そ し て ドラ ム の ヘイ ミッ シュ と 
いう 他 の 3 人 の メン バー は 、 こ の 2 年 間 で 格段 の 成長 を 傍 
げ て いる 。 まだ 、 プレ イヤ ー と し て 突出 し た 個性 を 持つ 
まで に は 至っ て いな いも の の 、 し か し 、 い っ た ん ステ ー 
ジン に 上 れ に ば 暴走 列車 と 化す クレ イグ を さら に 輝 か せ る よ 
うに 、3 人 の サウ ンド が し っ か り と 胞 を 固め て いる 。 う 
ん 、 こ れ は 確実 に この 先 、 ど ん どん いい パフ ォ ー マ ンス 
に 和 が っ て ゆく だ ろう 。 た だ 、 私 が どう に も 吹き 出さ ず 
に いら れ な か っ た の は 、 何 故 か 彼ら は 「 ハ イリ ー・ イ ヴ 
す ル ヴ ド 】 の 曲 に な る と 、 微妙 に 下手 クソ で 不安 定 な ま 
まだ と いう こと 。 この 人 達 、 ホ ント に 新曲 ば っ か り 練 習 
し て た ん だ ろう な 。 

ワイ ヴ も 終 館 に 差し 掛か ろう と し た 頃 、 客席 と の 間 で 


ちょ っ と し た アク シ デ ン ト が 起こ る 。 そ れ 自 体 は 大 し た 
こと で は な か っ た の だ が 、 セ ッ ト ・ リ スト を 変更 し な け 
れ ば な ら な く な っ た 。 当初 は 予定 し て いな か っ た “EVIL 
TOWN" を プレ イ す る も の の 、 そ の ゴタゴタ で クレ イグ 
が 不機嫌 モー ド に 入っ て し まう 。" ゲ ッ ト ・ フ リー" と 
“アウ タ ザ ウェ イ !" を 吐き 捨て る よう に 演 っ て 、 ス テー 
ジ を 降り て し まっ た 。 え っ 、" ミ ス ・ ジ ャ クソ ン " と “ エ 
イン ト ・ ノ ー・ ル ー ム " と “FUCK THE WORLD"、 
ナシ ?! うそ ーー ん ……。 少 し ば か り 後 味 の 悪さ が 残る 。 
日 中 に 消化 出来 な か っ た 、 残 り の 撮影 を 済ま す た め 、 楽 
屋 に 顔 を 出し て みる と 、 案 の 定 の ふく れ っ つ ら 。 


「 あ ん まり …… 上 手 く いか な か っ た か も 」 

@ で も 、 前 に 観 た 時 より も ずっ と 良く な っ て た よ ? 

「 だ っ て 、 お 客 さ ん が せっ か く 来 て くれ て 。 そ れ な の に … 
…" な ん か 、「 ご めん な さい 」 っ て 感じ で 」 

る そん な こと あり ませ ん 。 大 丈夫 。 

「 で も 」 

例 だ っ て 、 私 、 い い ラ イヴ 観れ た と 思っ て る も の 。 新 し 
い 曲 も る 、 ど れ も す ご く 良 か っ た 。 

「 そ うか な 」 

る そう で す 。 


「 ん ん 一 (まだ 立ち 直ら な い )」 

@ "エイ ント ・ ノ ー・ ル ー ム "聴け な か っ た の だ けが 心 
残り だ けど 、 き っ と 明後日 の (HOMEBAKE) で や っ 
て くれ る だ ろう か ら 、 ノ ー・ プ ロブ レム な の で す 。 

「 ア ハハ 。 …… う ん 、 わ か っ た 。 サ ン キ ュー」 

@ そ うだ 、 お 土産 渡す の 忘れ て た 。 編 集 長 が くれ た ん だ 
けど 、「 鉄 受 ア トム ] の フィ ギュ ア 。 

「 あ 、 知っ て る よ 。「 ア スト ロ ・ ボ ー イ 」 だ よね 。 ラ ー ラ 
ー ラ 、 ラ ー ラ ラー っ て (主題 歌 。 ちゃ ん と 歌え る )」 
介 ア トム っ て さ 、70 年 代 の 日 本 で “未来 " の 象徴 だ っ た 
ん だ よね 。 で 、 漫 画 の 設定 だ と 、 ア トム が 生ま れ た の が 
今年 、 2003 年 な ん 
「 ワ オォ 、 じ ゃ あぁ 今 が “未来 " な ん だ ( 笑 )。 で も 、 僕 と ア 
トム 、 ち ょ っ と 似 て な い ? 髪型 と か ( 笑 )」 


12 月 6 日 、(HOMEBAKE) 当日 。 オー スト ラリ ア の 
フェ ステ ィ ヴ ァ ル と 言え ば 、 毎 年 1 月 に 開催 され る <《 ピ 
ッ グ ・ デ イ ・ ア ウト >〉 が 有名 だ が 、 この (HOMEBAKE) 
は 地元 オー スト ラリ ア の アー ティ スト だ け を 集め た ド メ 
ステ ィ ッ ク ・ フ ェ ス 。 ペ ッ ド ライ ナニ は ニッ クイ 
ヴ & ザ ・ バ ッ ド ・ シ ー ズ 。 ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ は セカ ン Rie 
メイ ン を 務め る 。 会 場 と な る の は 、 市 内 に ある 王立 ( イ 
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ギリ ス 植 民 地 時 代 の 名 残り で すね ) 植物 園 の 一 朋 。 バ ロ 
ッ ク 風 の 教会 を 入り 口 に 、 朝 か ら 続 々 と 人 が 集まっ て く 
る 。 こ の 日 、 総 来場 者 数 は 4 万 人 。 やはり 、 十 代 の キッ 
ズ が メイ ン な が ら 、 思 っ た より も か な り 客 層 が 広い 。 上 
は 60 代 か ら 、 下 は 小学 生ま で 。 し か も 、 か な り ハ ッ パ ー 
ズ 多 し 。 そ う 言 えば 、 シ ドニ ー 近 郊 っ て 栽培 は 禁止 され 
て な いん だ よね 。 老い も 若き も 、 会 場 の いた る と ころ で 
モク モク モク モク 。 観 な が ら モ クモ ク 、 護 りな が ら モ ク 
モク 。 屋外 な の に 、 歩 いて る だ け で 煙 に 酔い そう に な る 。 
場内 に 設置 され た ステ ー ジ は 、 メ イン ・ ス テー ジ と 、 約 
5000 人 程 収 容 出来 る ダン ス ・ テ ント デー ビッグ ・ ト ッ プ 、 
セカ ンド ・ ス テー ジ に あたる ドー ム 、 主 に 新人 が 出演 す 
る ホー プ タ ウ ン ・ ス テー ジ の 4 つ 。 し か し 、 そ の 4 ステ ー 
ジ 全 部 が 、 フ ジ ・ ロ ッ ク の グリ ー ン ・ ス テー ジ ・ エ リア 
くら い の 敷 地内 に 設置 され て いる の だ 。 よ っ て 、 か な り 
ギュ ウ ギ ュ ウ 。 各 ステ ー ジ の 距離 が 近い の で 、 音 が か ぶ 
ら な いよ う 、 音 量 も か な り 控え め 。 メ イン ・ ス テー ジ が 
一 番 シ ョ ボ い 音 な の が 心配 。 ス リー ビー・ ジ ャ クソ ン 、 
カサ ノヴァ ス 、 マ ジッ ク ・ ダ ー ト 、 ガ ー リ ング な ん か を 、 
飲み 食い し つつ の ん びり と 観る 。 予想 以上 に 骨太 ロッ ク 
ンロール 、 ヴ ォ ー カ ル 嬢 の 声 と キャ ラク ター が 魔女 っ ぼ 
く て ツボ に きた 、 マ ジッ ク ・ ダ ー ト が 自分 と し て は 一 番 
の 収穫 。 ガ ー リ ング は 、 ビ ッ グ ・ テ ント で 数 千 人 を 沸か 
せま くっ て いた が 、 遠 目 で 見 て も 、 メ ン バ ー3 人 と も 肥 
えて いた の が 気 掛か り だ っ た 。 新作 、 楽し み に し て ます . 

プレ ス ・ エ リア で ひと 休み し て いた 所 で 、 マ ネー ジャ 
一 氏 と 遭遇 。 話 を 聞く と 、 メ ン バ ー 全 員 、 か な り ナ ー ヴ 
アス に な っ て いる と いう 。 ま あ 、 考 えて みれ ば 無理 も な 
い 。『 ハ イリ ー・ イ ヴォ ル ヴ ド 」 が 、 本 国 よ り 先 に 、 英 
米 で ブレ イク 。 そ の 為 、 オ ー ス トラ リア で は 、 ヴ ァ イ ン 
ズ は 逆 輸入 的 イメ ー ジ を 持た れ て し まっ て いる 。 し か も 、 
地元 で の 初 の 大 舞台 と な っ た 、 昨 年 の (ビッ グ ・ デ イ ・ 
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アウ ト ) は 、 運 悪く “最低 の 方 " の パフ ォ ー マ ンス を 披 
起 。 そ の 栓 様 は 、 全 国 ネ ッ ト で 放映 され て し まう 。 つ ま 
り 、 こ の 日 は 、 バ ンド が その リヴ ェ ン ジ を 果たす 、 重 要 
な 日 な の だ 。 一 年 前 に 上 染み 付い て し まっ た マイ ナス ・ イ 
メー ジ を 、 完全 に 払拭 する ほど の パフ ォ ー マ ンス を 、 彼 
ら は 今日 、 こ の 会 場 に 来 て いる 4 万 人 に 見 せつ け な け れ 
ば いけ な い 。 そ りゃ あ 、 ナ ー ヴ ァ ス に も な る さ 。 心 の 中 
で 、 祈る し か な い 一 一 みん な 、 頑 張れ 。 

日 が 暮れ か けた 頃 、 サ ムシ ング ・ フ ォ ー・ ケ イト が ス 
ター ト 。 一 昨年 に デビ ュー し て か ら 、 オ ー ス トラ リア で 
は 国民 的 人 気 を 誇っ て いる と いう 。 確か 、 豪 版 「 ロ ー リ 
ング ・ ス トー ン ] の リー ダー ズ ・ ポ ボー ル で も 、 常 に 上 位 
に ラン ク し て いる バン ド だ ず 。 果 た し て その 音 は 
60 チョ ー バ ハッ パ 音 楽 で し た 。 プン プン に 土 臭 い 、 ド ロ 
ー ン と し た アー シー さ 全 開 。 で 、 た ま に バ パーカ ッ シ ヴ 。 
し か し 、 老 若 男女 問わ ず 大 人 気 。 ば か ば か 吸っ て 、 ビ ピー 
ル が ば が ば 飲ん で 、 ま っ た り と 楽し ん で いる 。 あ あ 、 こ 
うい う の が こっ ちの 人 の ツボ な の か 、 大 ら か な 国民 性 が 
出る る も の だ な ぁ 。 サ ムシ ング ・ フ ォ ー・ ケ イト が ステ ー 
ジ を 終え た 途 端 に 、 メ イン ・ ス テー ジ 前 は 民族 大 移動 が 
始ま る 。 飲 み 吸 い 出 来る 大 人 は 後方 へ 移動 (お そら く ニ 
ッ ク ・ ケ イヴ まで 体 む の で し ょ う )。 そ の 代わ り 、「1 メ 
ー ト ル で も 近く で 、 ヴ ァ イ ン ズ を 観 た い !| と 鼻息 を 荒く 
し た 、 キ ッ ズ と ティ ー ン エイ ジャ ー が 、 ダ ッシュ で ステ 
ー ジ 前 方 へ と つめ か ける 。 そ の 波 に 押し 流さ れ て 、 年 皿 
斐 も な く 、 前 か ら 2 列 目 ほ どの 場所 で 固まる 。 ラ イヴ 開 
始ま で 、 あ と 30 分 近く ある の に 、 前 後 左右 、 人 ・ 人 ・ 人 
で が っ ち が ち 。 一 切身 動き が 取れ な い 。 そ れ に し て も 、 
周り に いる 子 達 の 若い こと ! 会 話 か ら 推測 する に 、 ど う 
や ら 平 均 年 齢 は 14 歳 くら い 。 で も 、 本 当 ( ゝ な ヴァ 
イン ズ ・ フ ァ ン ば か り の よう だ 。 ち な み に 、 女 の 子 達 の 
会 話 で 一 番 連 発 され て た 言葉 は 「 ク レイ グ っ て 、 超 スウ 


ィ ー ト !。 オバ さん 、 そ の パワ ー に は 負け ちゃ うわ 。 

19 時 45 分 、" ハ イリ ー・ イ ヴォ ル ヴ ド " で 、 ヴァ イン 
ズ の パフ ォ ー マ ンス が スタ ー ト 。 当然 の よう に 、 も う 客 
席 は 大 合唱 。 ゆ っ くり 、 じ わ じ わ と バン ド の テン ショ ン 
が 上 が っ て ゆく の が 、 観 て いて も よく わか る 。 そ の ジリ 
ジリ 感 の まま 、“EVIL TOWN" “RIDE" “AMNESIA" 
"ANIMAL MACHINE" “TV PRO" と 、 ま た も や 新作 
か ら の 楽曲 を 連発 する 。 誰 も が 1 コー ラス 聴い た だ け で 、 
次 の 瞬間 に は 拳 を 挙げ て 歌え て し まう "RIDE" で の 盛 
り 上 が り っ ぷ り は 、 間 違い な く こ の 曲 が 、 今後 、 彼 ら の 
邊 板 曲 に な る こと を 証明 し て いる 。 し か し 、 こ の 日 の 4 
人 の テン ショ ン と 、 コ ン ビ ネー ショ ン は 素晴らし か っ た 。 
一 昨年 の (グラ スト ン ベ リ ー〉 し か り 、 去 年 の (ビッ 
グ ・ デ イ ・ ア ウト ) し か り 、 ク レイ グ ・ ニ コル ス と いう 
人 は 、 大 き な ス テー ジ に な れ ば な る ほど 、 暴 走っ ぷり が 
際限 な く 加速 し て し まう 。 そ れ は 、 パ フォ ー マ ン ス が 過 
激 に な る 、 と いう こと で は な く 、 自 分 達 が 出し て いる 音 
へ どん どん 心酔 し 、「 ス テー ジ に いて も 、 心 は 別世界 
(イン ナー トリ ッ プ )」 な 状態 に な っ て し まう の だ 。 そ の 
クレ イグ の 雇 が 、 さ ら に オー ディ エン ス を ヴァ イン ズ の 
音 の 中 に 引き 込ん で ゆく 。 こ の 日 も 、 ク レイ グ は 凄まじ 
か っ た 。"ANIMAL MACHINE" 辺り か ら 、 す で に 足下 
が お ぼ つ か な い 了 瞬間 が 多々 ある 。 天空 まで 一 気 に 駆 け 上 
が る よう な 中 暴 。 音楽 と いう 名 の 化け 物 が 華人 徹し 、 の た 
うち まわ る 身体 。 剥 き 出し の 田 音 が 響い た か と 思え ば 、 
次 の 瞬間 に は 、 数 万 人 を 包み 込む よう な スウ ィ ー ト な メ 
ロディ が 溢れ 出す 。 "WINNING DAYS"、“"AUTUMN 
SHADE"、“"MARY JANE" と いっ た ミド ル ・ ナ ン バ ー 
は 、 夜露 の よう に じん わり と 染み 込ん で くる 。 次 は どこ 
に 向かう の か 、 ま っ た く 予 起 不可 能 な ステ ー 必殺 
"ゲッ ト ・ フ リー" か ら 、“"FUCK THE WORLD" で ド 
ラム ・ キ ッ ト に 激突 し 、 ス テー ジ に 月 れ 落ち る まで 、 ま 


る で 巨大 な ハリ ケー ン の 渦 に 巻き 込ま れ た か の よう な 60 
分 間 だ っ た 。 ご めん 、2003 年 の ベス ト ・ ラ イヴ は 、 間 
違い な く ヴ ァ イ ン ズ だ 


人 @ 私 の 乏しい 英語 力 で 聴き 取っ た か ら 間 違っ て る か も し 
れ な いけ ど 、 今 作 の 歌詞 は 、「 僕 に は どう すれ ば いい の 
か 、 ど こ に 行け ば いい の か わか ら な い 」 っ て いう 、 ロ ウ 
な フィ ー リ ング の も の が 多く ある よう な 気 が し て 

「 う ん 、 そ れ は 確実 に ある と 思う 。 矯 詞 の 部 分 に お いて 
は ね 。 歌っ て る 言葉 は ダウ ン で 、 ダ ー ク な ん だ けど 、 で 
も メロ ディ は ハッ ピー で 、 ア ッ プ リフ ティ ング っ て いう 
それ っ て 、 僕 自身 の こと な の か も し れ な いな 。 僕 は ずっ 
と ハッ ピー で いら れる 人 間 じ ゃ な いし 、? まじ る こと 
が 出来 な いん だ よね 。 で も 、 そ れ と 同時 に 、 僕 は 意 議 的 
に ダー ク な 場所 を 探っ て 、 僕 ら の レコ ー ド を 買う 人 達 と 
コネ クト し よう と か 思っ て る わけ で も な く て 。 彼ら が 落 
ち 込 ん で た り 、 ダ ー ク な も の を 抱え て る 部 分 を 、 自 分 の 
音楽 に 反映 させ よう と は 思わ な いか ら 。 た だ 、 ソ ング ラ 
イ テ ィ ング っ て いう 作業 は 、 そ うい う も の を ある 意味 
! 侯 訳 ” し て る の か も し れ な いよ ね 。 だ っ て 、 そ うい う フ 
イー リン グ っ て …… 僕 は 、 時 々 、 本 当 に すご く 悲 し い 気 
持ち に な る か ら ( 也 ず か し そう に 笑う )」 

介 ア ル バ ム ・ タ イト ル が [WINNING DAYS」 に な っ た 
で 聞い た 時 は 、「 わ 、“" 勝 利 の 日 々 " だ っ て ! すご い 自 
信 に 溢れ て る 感じ だ ] っ て 。 で も 、 実際 、 曲 を 聴い て み 
た ら 


「『 ア ハハ ハハ ハ 」 


介 「Winning days are gone こ っ て 、 ヴ ァ イ ンズ の 勝 
刊 、 終 わっ ちゃ う の か よ !| みた いな さ 

フ 、 あ の 曲っ て 、1st に 入っ て た か も し れ な い 曲 の う 
中 の 一 つ な ん だ 。 だ か ら 、 そ う 、 そ の 事 に つい て は 僕 も 
考え た ん だ 。 [な ん か …… ア レ だ よ な ぁ 」 っ て ( 笑 )。 で 


も 、 こ の 言葉 を アル バム ・ タ イト ル に し た の は 、「 僕 は 、 
この アル バム を 作れ た こと が 本 当 に 嬉し い ] っ て こと な 
ん だ 。 「 僕 ら は 今 、 と て も いい 時 期 に いる ん だ | っ て 。 で 、 
それ は 同時 に 、「 今 は 、 音楽 に と っ て も すご くい い 時 期 
だ 」 っ て 意味 で も ある と 思う 。 僕 が この タイ トル か ら 思 
う の は 、 そ うい うこ と 。 で 、 曲 の “WINNING DAYS" 
は 、 ま た 別 の 意味 を 持っ て る ん だ と 思う 。 子供 の 頃 っ て 

僕 は ずっ と そう 思っ て る ん だ けど 同じ こと を や 
る に し て も 、 音 の 方 が ずっ と 自分 に と っ て 楽 だ っ た ん じ 
や な いか っ て 思う ん だ よね 。 今 じゃ 、 あ ら ゆ る こと が 
"やら な き や ゃ いけ な いこ と " で 、 例 え それ を 実行 し た と し 
て も 、 子供 の 頃 と 同じ よう な イン パク ト は な いん だ 。 例 
え 、 そ れ が シン プル な こと で も 。 ど う 言 えば いい の か 
な ? ちょ っ と 陳腐 に 聞こ える か も し れ な いけ ど ( 笑 ) 、 
若い 頃 は 、 人 生 が イ っ て いう か 
“WINNING DAYS" は 、 そ うい う 気 持ち が 基 に な っ て 
る ん だ と 思う 。 で 、 僕 は それ を ドラ マチ ッ ク に 曲 に し て 
ーー アー ト の た め に 、 誇 張 し て る 。 だ か ら 、 あ る 意味 真 
実る 含 まれ て る し 、 あ る 意味 スト ー リ ー テ リン グ で も あ 
る 曲 だ っ て 言え る ん じゃ な いか な 。 あ と も う 一 つ 、 
"WINNING DAYS" っ て 言葉 を 使い た か っ た 理由 は 、 
いい 感じ の 響き を 持っ て る と 思っ た か ら な ん だ 。" ハ イリ 
ー・ イ ヴォ ル ヴ ド " と 同じ 。 タ イト ル と し て 別 の レヴ ェ 
ル が 出来 る っ て いう か 、 い ろ ん な 意味 に 取れ る じゃ な 
い ? 実際 、 ア ル バ ム ・ タ イト ル に し て みる と 、 こ の 言 
葉 っ て すご く オ プティ ミス ティ ッ ク に 聞こ える と 思う ん 
だ 。 で 、 中 に 入っ て る 曲 は あん な 感じ で ( 笑 )。 う ん 、 サ 
ウン ド と か フィ ー リ ング を 大 事 に し た いと 思っ た 時 、 


ー ジ ー に 思え る 


"WINNING DAYS" っ て 言葉 は ぴっ た り だ だ ]」 
る な る ほど ね 
「 で も ホント に つい て 話す の は 苦手 な ん だ よ 。 だ 


っ て 、 そ ん な に 自分 の 中 で 重要 だ っ た ら 、 僕 は ギタ ー を 


弾 か な いで 、 た だ 誇 を ノー ト に 書い て る は ず だ も ん ( 笑 )」 
@ で も 、 や っ ぱり “ 曲 " っ て いう 単位 で 考え た ら 、 メ ロ 
ディ と 、 そ れ ぞ れ の サウ ンド 、 言葉 と 、 そ の 三 
も 等 し く 必要 に な っ て くる じゃ な い ? 

「 う ん 、 そ れ は 勿論 。 だ か ら こ そ 、 僕 の 歌詞 は 、 言 葉 の 
誓 きだ け で 作ら れ て る こと が ほとん ど な ん だ 。 曲 と の コ 
ン ビ ネー ショ ン っ て いう 意味 に お いて ね 。 う ん 、 僕 は 出 
来る だ け 言 葉 を を 削ぎ 落と し て 、 歌 詞 を 少な くし た いん 
だ よね 。 "SUNCHILD" と か も そう 。 あ の 曲っ て 、 た だ 
“ポジ ティ ヴ で ある こと " に つい て っ て いう か さ 。 陽 の 光 
が 溢れ た “日 な た た に いる こと に つい て " な ん だ 。 何 て い 
うか 、「 自 分 は も し か し た ら そ こ に 居 な いか も し れ な いけ 
ど 、 僕 は 少な く と も そう いう 場所 が ある の は わか っ て る 』」 
っ て いう 。 そ れ だ け 。 で も 、 そ れ っ て 誰 に で も あり 得る 
つて いう か 、 み ん な が 何と な く 気 持ち の 中 で 共有 出来 る 
も の な ん じゃ な いか と 思う ん だ 。 言葉 の 響き 、 で ね 。 勿 
論 、 そ こ に 意味 が 通っ て る こと が 大 切な の も わか っ て る 
けど …… で も 、 ス テー ジ に 上 が っ た ら 、 そ ん な 意味 も 何 
も 、 僕 の 頭 の 中 か ら ブ ッ 飛 ん じゃ うか ら さ ( 笑 )」 


そう 、 本 当 に 頭 の 中 か ら も 、 身 体 か ら も すべ て が フッ 
飛ん で いっ て し まう よう な ステ ー ジ だ っ た 。 終 わっ た 後 
に は 、 え も 言わ れ ぬ 興奮 と 、 ひ た すら な 爽快 感 だ けが 全 
身 を ピリ ピリ と 震 わ せ て いた 。 フ ェ ス 終了 後 、 ア フタ 
ー・ パ バー テ ィ で 顔 を 合わ せ た メ ン バ ー4 人 は 、 蘭 段 の 人 
りか ら は 想像 出来 な い ほ ど 、 上 機 織 に 酔っ で 
いた 。 そ れこ そ 、 自 分 達 の パフ ォ ー マ ンス 、 数 万 人 の オ 
ー デ ィ エ ンス の 歓声 に 、 確 か な 手応え を 感じ 取っ た 証 所 
だ ろう 。 こ の 上 な く 幸 福 な 再 出発 を 祝う か の よう に 、 こ 
の 日 の 宴 は 朝 まで 続い た の だ か ら 。 次 号 で は 、 ア ル パ バム 
完全 解剖 & 世 界 一 濃い ロン グ ・ イ ンタ ヴュー を お 送り す 
る こと を 、 今 か ら 約束 し ます 。 ち うこ 期待 1S1 
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全 世 界 が 待ち 焦 が れ た 待望 の セカ ンド ・ ア ル バ ム ・…・ 


デビ ピュ ー・ ア ル バ ム で いき な り US で 大 ブレ イク 。 
カリ スマ 、 ク レイ グ ・ ニ コル ス 率 いる ロッ ク ・ シ ー ン の 超新星 ! 更 な る 飛躍 が 確約 され た 超 傑 作 ニ ュー・ ア ル バ ム ! 
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